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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１又は複数のレジスタのうち、いずれのレジスタを使用する１又は複数の使用者の使用
者識別情報を、使用する上記各レジスタのレジスタ識別情報に対応付けて記憶する記憶手
段と、
　上記レジスタに収める釣銭の追加出金の要求が操作手段から入力されると、所定の認証
処理により、追加出金権限を有する者の正当性を認証する認証手段と、
　認証成功後に、上記記憶手段を参照して、上記操作手段から入力された追加出金対象の
上記レジスタ識別情報に対応付けられた上記１又は複数の使用者識別情報を含む一覧画面
を表示手段に表示し、上記操作手段から選択された上記使用者識別情報を取得する使用者
情報取得手段と、
　上記操作手段から入力された追加出金の内容情報に基づいて追加出金を行なうと共に、
上記追加出金対象のレジスタ識別情報及び上記選択された使用者識別情報に、追加出金情
報を対応付けて上記記憶手段に記憶させる追加出金管理手段と、
　上記操作手段から指定された上記レジスタについて釣銭準備金の釣銭出金を行なう釣銭
出金手段と
　を備え、
　上記釣銭出金手段が、指定された上記レジスタの上記レジスタ識別情報に、当該レジス
タの使用者の上記使用者識別情報及び釣銭準備金情報を対応付けて上記記憶手段に記憶さ
せるものであり、
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　複数の使用者が使用する上記レジスタに対して上記釣銭出金手段が上記釣銭準備金を一
括して釣銭出金する場合、
　上記釣銭出金手段が、上記釣銭準備金の上記複数の使用者への振り分け方を誘導する画
面を上記表示手段に表示し、上記操作手段から入力された振り分け指示に基づいて、上記
各使用者の上記釣銭準備金情報として記憶させるものである
　ことを特徴とする現金処理装置。
【請求項２】
　１又は複数のレジスタのうち、いずれのレジスタを使用する１又は複数の使用者の使用
者識別情報を、使用する上記各レジスタのレジスタ識別情報に対応付けて記憶する記憶手
段と、
　上記レジスタに収める釣銭の追加出金の要求が操作手段から入力されると、所定の認証
処理により、追加出金権限を有する者の正当性を認証する認証手段と、
　認証成功後に、上記記憶手段を参照して、上記操作手段から入力された追加出金対象の
上記レジスタ識別情報に対応付けられた上記１又は複数の使用者識別情報を含む一覧画面
を表示手段に表示し、上記操作手段から選択された上記使用者識別情報を取得する使用者
情報取得手段と、
　上記操作手段から入力された追加出金の内容情報に基づいて追加出金を行なうと共に、
上記追加出金対象のレジスタ識別情報及び上記選択された使用者識別情報に、追加出金情
報を対応付けて上記記憶手段に記憶させる追加出金管理手段と、
　上記操作手段から指定された上記レジスタについて売上入金を行なう売上入金手段と、
　を備え、
　複数の使用者が使用した上記レジスタについて上記売上入金手段が一括して売上入金す
る場合、
　上記売上入金手段が、入金された現金を計数し、その入金金額の上記複数の使用者への
振り分け方を誘導する画面を上記表示手段に表示し、上記操作手段から入力された振り分
け指示に基づいて、上記各使用者の上記売上入金とするものである
　ことを特徴とする現金処理装置。
【請求項３】
　１又は複数のレジスタのうち、いずれのレジスタを使用する１又は複数の使用者の使用
者識別情報を、使用する上記各レジスタのレジスタ識別情報に対応付けて記憶する記憶手
段と、
　上記レジスタに収める釣銭の追加出金の要求が操作手段から入力されると、所定の認証
処理により、追加出金権限を有する者の正当性を認証する認証手段と、
　認証成功後に、上記記憶手段を参照して、上記操作手段から入力された追加出金対象の
上記レジスタ識別情報に対応付けられた上記１又は複数の使用者識別情報を含む一覧画面
を表示手段に表示し、上記操作手段から選択された上記使用者識別情報を取得する使用者
情報取得手段と、
　上記操作手段から入力された追加出金の内容情報に基づいて追加出金を行なうと共に、
上記追加出金対象のレジスタ識別情報及び上記選択された使用者識別情報に、追加出金情
報を対応付けて上記記憶手段に記憶させる追加出金管理手段と、
　通信回線を通じて、上記１又は複数のレジスタと通信する通信手段と
　を備え、
　上記通信手段は、上記各レジスタが使用される際に、上記各レジスタの上記レジスタ識
別情報と使用者の上記使用者識別情報とを取得し、この取得した上記レジスタ識別情報に
上記使用者識別情報を対応付けて上記記憶手段に記憶させるものであり、
　上記使用者情報取得手段は、上記通信手段を通じて、釣銭の追加出金の要求を上記レジ
スタから取得すると、上記認証成功後に、上記記憶手段を参照して、当該レジスタ識別情
報に対応付けられた上記使用者識別情報を表示手段に表示する
　ことを特徴とする現金処理装置。
【請求項４】
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　１又は複数のレジスタのうち、いずれのレジスタを使用する１又は複数の使用者の使用
者識別情報を、使用する上記各レジスタのレジスタ識別情報に対応付けて記憶する記憶手
段と、
　上記レジスタに収める釣銭の追加出金の要求が操作手段から入力されると、所定の認証
処理により、追加出金権限を有する者の正当性を認証する認証手段と、
　認証成功後に、上記記憶手段を参照して、上記操作手段から入力された追加出金対象の
上記レジスタ識別情報に対応付けられた上記１又は複数の使用者識別情報を含む一覧画面
を表示手段に表示し、上記操作手段から選択された上記使用者識別情報を取得する使用者
情報取得手段と、
　上記操作手段から入力された追加出金の内容情報に基づいて追加出金を行なうと共に、
上記追加出金対象のレジスタ識別情報及び上記選択された使用者識別情報に、追加出金情
報を対応付けて上記記憶手段に記憶させる追加出金管理手段と、
　上記操作手段から指定された上記レジスタについて釣銭準備金の釣銭出金を行なう釣銭
出金手段と
　を備え、
　上記釣銭出金手段が、指定された上記レジスタの上記レジスタ識別情報に、当該レジス
タの使用者の上記使用者識別情報及び釣銭準備金情報を対応付けて上記記憶手段に記憶さ
せるものであり、
　上記釣銭出金手段は、釣銭出金対象として指定された上記レジスタについて、現在当該
レジスタを担当している使用者の売上入金の終了前に、現在当該レジスタを担当している
使用者とは異なる他の使用者からの釣銭出金の要求を許容しないことを特徴とする現金処
理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、現金処理装置に関するものである。例えば、本発明は、小売店やスーパーマ
ーケット等の流通及び商業施設等に設置され、キャッシュレジスタ等の釣銭準備金を出金
したり、売上金を入金したりする現金処理装置に適用し得るものである。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、小売店等の流通、商業施設には、例えばＰＯＳレジやネットレジ等のようなキ
ャッシュレジスタ（以下、単にレジスタともいう）の現金を取り込み、当日の売上金を計
数する現金処理装置が設置されている。
【０００３】
　現金処理装置は、店舗開店前に、各レジスタに釣銭準備金を収めるために釣銭出金を行
ない、又店舗閉店後に、各レジスタにある現金を取り込み、入金額（すなわち、売上金＋
釣銭出金額）の計上を行なう。そして、現金処理装置は、入金額から釣銭出金額を差し引
くことで、当日の売上金の額を計上する。また、例えば店長等の管理者は売上金を回収し
、回収された売上金が金融機関等に入金される。
【０００４】
　従来、現金処理装置が、各レジスタに釣銭準備金の出金管理を行なう技術として特許文
献１、特許文献２がある。
【０００５】
　特許文献１には、各売場に応じた釣銭の準備するために、レジスタの入金された現金の
入金情報と、出金された現金の出金情報とに基づいて、次回の釣銭準備金を算出する技術
が記載されている（段落０００７参照）。
【０００６】
　特許文献２には、店舗の営業に必要な釣銭準備金を確実に供給できるように、店舗の業
態や日付、曜日、時間帯及び売場の商品構成等を考慮して、開店前に各レジスタに釣銭準
備金を金種毎の枚数を複数のパターンにして設定しておく技術が記載されている（段落０
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０２５）。
【０００７】
　通常、店舗において、レジ担当者はシフト勤務となっており、１台のレジスタを複数人
が交代して使用することが行なわれている。
【０００８】
　例えば、図２に示すように、「レジ１」というレジスタについて、午前中の「シフト１
」は「沖太郎」に、正午から午後３時までの「シフト２」が「沖花子」に、午後３時以降
の「シフト３」が「沖一郎」にシフトが割り当てられ、３人の担当者が１台のレジスタを
使用する場合がある。
【０００９】
　レジ担当者がレジに入る際、レジ担当者は、担当者毎に決められたレジカードを用いて
認証させ、現金処理装置から釣銭準備金を出金し、キャッシュドロワ（現金収納器）に釣
銭準備金を入れる。そして、レジ担当者は、釣銭準備金の入ったキャッシュドロワをレジ
スタにセットし、レジカードを用いてレジスタを使用する。
【００１０】
　一方、レジ担当者が交代する際、レジ担当者は、現金の入ったキャッシュドロワとレジ
カードを事務所に持って返る。そして、レジ担当者は現金処理装置にレジカードを用いて
認証させ、キャッシュドロワの現金を現金処理装置に投入する。現金処理装置は、現金を
計数して、このときの入金額から釣銭準備金の額を差し引いて、当該レジスタにおける当
該レジ担当者の売上金を記録する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】特開２００５－７８１８８号公報
【特許文献２】特開２００６－１５５３２５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　しかしながら、レジ担当者の業務途中に釣銭が不足した場合、レジ担当者は、現金処理
装置から釣銭を追加出金することが必要となる。一般的に、現金処理装置は事務所等に置
かれているので、レジ担当者は、レジカードを持って事務所に移動しなければならない。
従って、その間、レジが休止されてしまうという問題が生じ得る。
【００１３】
　また、レジ担当者が交代する場合、次のレジ担当者は事前に自分の分の釣銭準備金を釣
銭出金する。このとき、例えば、図２に示すように、次のレジ担当者の釣銭出金から現在
のレジ担当者の売上入金までの「Ｘ」の期間に、現在のレジ担当者が釣銭を追加出金する
場合がある。この場合、現金処理装置は、「レジ１」のレジスタについて追加出金がなさ
れたことを特定することができるが、現在のレジ担当者の分の追加出金であるか又は次の
レジ担当者の分の追加出金であるかを特定することができず、個人毎の集計ができないと
いう問題がある。
【００１４】
　さらに、現金処理装置から釣銭を追加出金するためには、レジカードによる認証が必要
であり、レジ担当者はレジカードを持って移動することになる。そのため、事務所内でレ
ジカードの取り違いが発生しやすくなり、間違えた場合は個人毎の集計が合わなくなると
いう問題が生じ得る。
【００１５】
　また、管理者のカードにより現金処理装置から追加出金することも可能である。しかし
、現金処理装置は、追加出金したレジスタを特定することができるが、どのレジ担当者に
ついての追加出金であるかを特定することができないので、担当者毎の集計ができなくな
ってしまうという問題がある。



(5) JP 5729193 B2 2015.6.3

10

20

30

40

50

【００１６】
　そのため、運用に即した入出金操作を許容すると共に、現金管理の厳格化を図るために
、レジスタ毎、担当者毎に、出金を管理できるようにする現金処理装置が求められている
。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　かかる課題を解決するために、第１の本発明は、（１）１又は複数のレジスタのうち、
いずれのレジスタを使用する１又は複数の使用者の使用者識別情報を、使用する各レジス
タのレジスタ識別情報に対応付けて記憶する記憶手段と、（２）レジスタに収める釣銭の
追加出金の要求が操作手段から入力されると、所定の認証処理により、追加出金権限を有
する者の正当性を認証する認証手段と、（３）認証成功後に、記憶手段を参照して、操作
手段から入力された追加出金対象のレジスタ識別情報に対応付けられた１又は複数の使用
者識別情報を含む一覧画面を表示手段に表示し、操作手段から選択された使用者識別情報
を取得する使用者情報取得手段と、（４）操作手段から入力された追加出金の内容情報に
基づいて追加出金を行なうと共に、追加出金対象のレジスタ識別情報及び選択された使用
者識別情報に、追加出金情報を対応付けて記憶手段に記憶させる追加出金管理手段と、（
５）操作手段から指定されたレジスタについて釣銭準備金の釣銭出金を行なう釣銭出金手
段とを備え、釣銭出金手段が、指定されたレジスタのレジスタ識別情報に、当該レジスタ
の使用者の使用者識別情報及び釣銭準備金情報を対応付けて記憶手段に記憶させるもので
あり、複数の使用者が使用するレジスタに対して釣銭出金手段が釣銭準備金を一括して釣
銭出金する場合、釣銭出金手段が、釣銭準備金の複数の使用者への振り分け方を誘導する
画面を表示手段に表示し、操作手段から入力された振り分け指示に基づいて、各使用者の
上記釣銭準備金情報として記憶させるものであることを特徴とする現金処理装置である。
　第２の本発明は、（１）１又は複数のレジスタのうち、いずれのレジスタを使用する１
又は複数の使用者の使用者識別情報を、使用する各レジスタのレジスタ識別情報に対応付
けて記憶する記憶手段と、（２）レジスタに収める釣銭の追加出金の要求が操作手段から
入力されると、所定の認証処理により、追加出金権限を有する者の正当性を認証する認証
手段と、（３）認証成功後に、記憶手段を参照して、操作手段から入力された追加出金対
象のレジスタ識別情報に対応付けられた１又は複数の使用者識別情報を含む一覧画面を表
示手段に表示し、操作手段から選択された使用者識別情報を取得する使用者情報取得手段
と、（４）操作手段から入力された追加出金の内容情報に基づいて追加出金を行なうと共
に、追加出金対象のレジスタ識別情報及び選択された使用者識別情報に、追加出金情報を
対応付けて記憶手段に記憶させる追加出金管理手段と、（５）操作手段から指定されたレ
ジスタについて売上入金を行なう売上入金手段を備え、複数の使用者が使用した上記レジ
スタについて売上入金手段が一括して売上入金する場合、売上入金手段が、入金された現
金を計数し、その入金金額の複数の使用者への振り分け方を誘導する画面を表示手段に表
示し、操作手段から入力された振り分け指示に基づいて、各使用者の売上入金とするもの
であることを特徴とする現金処理装置。
【００１８】
　第３の本発明は、（１）１又は複数のレジスタのうち、いずれのレジスタを使用する１
又は複数の使用者の使用者識別情報を、使用する各レジスタのレジスタ識別情報に対応付
けて記憶する記憶手段と、（２）レジスタに収める釣銭の追加出金の要求が操作手段から
入力されると、所定の認証処理により、追加出金権限を有する者の正当性を認証する認証
手段と、（３）認証成功後に、記憶手段を参照して、操作手段から入力された追加出金対
象のレジスタ識別情報に対応付けられた１又は複数の使用者識別情報を含む一覧画面を表
示手段に表示し、操作手段から選択された使用者識別情報を取得する使用者情報取得手段
と、（４）操作手段から入力された追加出金の内容情報に基づいて追加出金を行なうと共
に、追加出金対象のレジスタ識別情報及び選択された使用者識別情報に、追加出金情報を
対応付けて記憶手段に記憶させる追加出金管理手段と、通信回線を通じて、１又は複数の
レジスタと通信する通信手段とを備え、通信手段は、各レジスタが使用される際に、各レ
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ジスタのレジスタ識別情報と使用者の使用者識別情報とを取得し、この取得したレジスタ
識別情報に使用者識別情報を対応付けて記憶手段に記憶させるものであり、使用者情報取
得手段は、通信手段を通じて、釣銭の追加出金の要求をレジスタから取得すると、認証成
功後に、記憶手段を参照して、当該レジスタ識別情報に対応付けられた使用者識別情報を
表示手段に表示することを特徴とする現金処理装置。
　第４の本発明は、（１）１又は複数のレジスタのうち、いずれのレジスタを使用する１
又は複数の使用者の使用者識別情報を、使用する各レジスタのレジスタ識別情報に対応付
けて記憶する記憶手段と、（２）レジスタに収める釣銭の追加出金の要求が操作手段から
入力されると、所定の認証処理により、追加出金権限を有する者の正当性を認証する認証
手段と、（３）認証成功後に、記憶手段を参照して、操作手段から入力された追加出金対
象のレジスタ識別情報に対応付けられた１又は複数の使用者識別情報を含む一覧画面を表
示手段に表示し、操作手段から選択された使用者識別情報を取得する使用者情報取得手段
と、（４）操作手段から入力された追加出金の内容情報に基づいて追加出金を行なうと共
に、追加出金対象のレジスタ識別情報及び選択された使用者識別情報に、追加出金情報を
対応付けて記憶手段に記憶させる追加出金管理手段と、（５）操作手段から指定されたレ
ジスタについて釣銭準備金の釣銭出金を行なう釣銭出金手段とを備え、釣銭出金手段が、
指定されたレジスタのレジスタ識別情報に、当該レジスタの使用者の使用者識別情報及び
釣銭準備金情報を対応付けて記憶手段に記憶させるものであり、釣銭出金手段は、釣銭出
金対象として指定されたレジスタについて、現在当該レジスタを担当している使用者の売
上入金の終了前に、現在当該レジスタを担当している使用者とは異なる他の使用者からの
釣銭出金の要求を許容しないことを特徴とする現金処理装置。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、運用に即した入出金操作を許容すると共に、現金管理の厳格化を図る
ために、レジスタ毎、担当者毎に、釣銭出金を管理することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】第１の実施形態の現金処理装置の内部構成を示す構成図である。
【図２】レジスタを使用するレジ担当者に割り当てるシフトを説明する説明図である。
【図３】第１の実施形態の現金処理制御部による主な機能を示すブロック図である。
【図４】第１の実施形態の現金処理装置における出金処理を示すフローチャートである。
【図５】第１の実施形態のレジ番号選択画面を説明する説明図である。
【図６】レジスタのレジ担当者に割り当てるシフトを説明する説明図である。
【図７】第１の実施形態の担当者選択画面を説明する説明図である。
【図８】第１の実施形態の金種枚数入力画面を説明する説明図である。
【図９】第１の実施形態において１台のレジスタを複数のレジ担当者が共同使用する場合
の状況を説明する説明図である。
【図１０】第１の実施形態において共同使用する場合の担当者選択画面を説明する説明図
である。
【図１１】第１の実施形態において一括出金の場合のレジ担当者に割り当てる金種枚数入
力画面を説明する説明図である。
【図１２】第１の実施形態において一括出金の場合の担当者選択画面を説明する説明図で
ある。
【図１３】第１の実施形態において１台のレジスタを複数のレジ担当者が共同使用する場
合に一括売上入金を行なう状況を説明する説明図である。
【図１４】第１の実施形態において、一括売上入金を振り分ける売上入金画面を説明する
説明図である。
【図１５】第２の実施形態の現金処理システムの構成を示す構成図である。
【図１６】第２の実施形態の現金処理装置の現金処理制御部による主な機能を示すブロッ
ク図である。
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【図１７】第２の実施形態の現金処理装置における追加出金処理の動作を示すシーケンス
図である。
【図１８】第２の実施形態におけるレジスタのレジ担当者のシフトを説明する説明図であ
る。
【図１９】第２の実施形態において担当者情報に基づく担当者選択画面を説明する説明図
である。
【図２０】第３の実施形態の現金処理装置の現金処理制御部による主な機能を示すブロッ
ク図である。
【図２１】第３の実施形態の担当者選択画面を説明する説明図である。
【図２２】第４の実施形態の現金処理装置の現金処理制御部による主な機能を示すブロッ
ク図である。
【図２３】第４の実施形態の現金処理装置における出金処理を示すフローチャートである
。
【図２４】第４の実施形態のレジ番号選択画面を説明する説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
（Ａ）第１の実施形態
　以下では、本発明の現金処理装置の第１の実施形態について、図面を参照しながら詳細
に説明する。
【００２２】
（Ａ－１）第１の実施形態の構成
（Ａ－１－１）現金処理装置の内部構成
　図１は、第１の実施形態の現金処理装置の内部構成を示す構成図である。図１において
、第１の実施形態の現金処理装置５０は、紙幣投入出金口１、紙幣一時保留部２、紙幣鑑
別部３、リサイクルカセット４～６、回収カセット７、リジェクト部８、硬貨投入口９、
硬貨鑑別部１０、硬貨一時保留部１１、硬貨返却部１２、出金ホッパ１３、硬貨回収庫１
４、硬貨出金箱１５、カードリーダ部１６、操作表示部１７、現金処理制御部２０を有す
る。
【００２３】
　紙幣投入出金口１は、売上入金の際に、紙幣が投入される投入口である。また、紙幣投
入出金口１は、売上入金の取り消しが行なわれたときに返却される紙幣、出金する出金紙
幣（釣銭準備金も含む紙幣）、リジェクトされた入金リジェクト紙幣を出金するものであ
る。
【００２４】
　紙幣一時保留部２は、紙幣投入出金口１から取り込まれた紙幣を一時的に集積するもの
である。これにより、入金紙幣計数時又は売上金作成時に、一時的に紙幣を集積すること
ができる。
【００２５】
　紙幣鑑別部３は、搬送される紙幣が正券・偽券であるか、紙幣が損券であるか、紙幣が
表面・裏面であるか等の紙幣の状態を鑑別するものである。例えば、売上入金時に紙幣一
時保留部２からリサイクルカセット４～６に紙幣が搬送されるとき、リサイクルカセット
４～６から釣銭出金するとき、売上金作成でリサイクルカセット４～６から回収カセット
７に移動するときに、紙幣鑑別部３は搬送される紙幣を鑑別する。紙幣鑑別部３による鑑
別結果に応じて、正券の紙幣はリサイクルカセット４～６に搬送される。また、紙幣鑑別
部３により損券等であると判断されると、その紙幣はリジェクト部８に搬送される。
【００２６】
　リサイクルカセット４～６は、紙幣鑑別部３により正券であると鑑別された紙幣を収納
する収納庫である。例えば、図１では、リサイクルカセット４が万券カセットであり、リ
サイクルカセット５が５千券カセットであり、リサイクルカセット６は千券カセットであ
る場合を示す。また、釣銭準備金が出金される場合、リサイクルカセット４～６に収納さ
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れる紙幣が、紙幣投入出金口１に搬送されて出金される。なお、リサイクルカセット４～
６は、通常時には施錠されており、収納されている紙幣の抜き取りを防止している。
【００２７】
　回収カセット７は、売上回収カセットであり、売上入金時又は精算集計時に、リサイク
ルカセット４～６から売上金として回収される紙幣が搬送され、その搬送されてきた売上
金とする紙幣を収納するものである。売上金回収の際、管理者は、回収カセット７を開錠
して、収納されている紙幣を売上金として回収する。なお、回収カセット７は、通常時に
は施錠されており、紙幣回収の際に開錠されるようになっている。
【００２８】
　リジェクト部８は、紙幣鑑別部３により偽券、損券等と鑑別されたリジェクト紙幣を収
納するものである。リジェクト部８は、例えば、売上入金時に紙幣一時保留部２からリサ
イクルカセット４～６に収納するときのリジェクト紙幣、リサイクルカセット４～６から
釣銭出金するときのリジェクト紙幣、売上金作成でリサイクルカセット４～６から回収カ
セット７に移動するときのリジェクト紙幣を集積する。
【００２９】
　硬貨投入口９は、入金される硬貨が投入される投入口である。
【００３０】
　硬貨鑑別部１０は、投入された硬貨を鑑別するものである。硬貨鑑別部１０により正常
貨と鑑別された硬貨は、出金ホッパ１３に搬送される。
【００３１】
　硬貨一時保留部１１は、入金計数時に、投入された硬貨を一時的に集積するものである
。
【００３２】
　硬貨返却箱１２は、売上入金の取り消しが行なわれたときに、返却される硬貨を収納す
るものである。
【００３３】
　出金ホッパ１３は、釣銭準備金を収納しておくものである。釣銭準備金とされる硬貨は
、出金ホッパ１３から硬貨出金箱１５に搬送されて出金される。出金ホッパ１３は、通常
時には施錠されている。
【００３４】
　硬貨回収庫１４は、売上回収カセットであり、精算集計時に、出金ホッパ１３から搬送
して、売上金とされる硬貨を収納するものである。なお、硬貨回収庫１４は、通常時には
施錠されており、硬貨回収の際に開錠されるようになっている。
【００３５】
　硬貨出金箱１５は、釣銭出金のときに、出金ホッパ１３から搬送された、釣銭準備金と
する硬貨を出金する硬貨出金口である。
【００３６】
　カードリーダ部１６は、取引開始時に、レジカードやＩＤカード等の記録媒体に格納さ
れている情報を読み取るものである。カードリーダ部１６は、例えば、レジカード又はＩ
Ｄカードの記録媒体に記録されているレジスタ識別情報や、レジ担当者を識別する担当者
識別情報（例えば、氏名、ＩＤ等の識別情報）等を読み取る。
【００３７】
　操作表示部９は、取引の際に、レジ担当者や管理者等が操作する操作手段、装置の状態
等を表示する表示手段である。操作表示部９は、例えば、ＬＣＤ（Liquid　Crystal　Dis
play）、タッチパネル、テンキー等から構成されているものである。
【００３８】
　現金処理制御部２０は、現金処理装置５０の機能を実行する処理部又は装置である。現
金処理制御部２０は、例えば、ＣＰＵ、記憶部（例えば、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ＥＥＰＲＯＭ
等）、入出力インタフェース部等を有する回路で構成されるものであり、いわゆるソフト
ウェア処理により、各種機能が実現される。



(9) JP 5729193 B2 2015.6.3

10

20

30

40

50

【００３９】
（Ａ－１－２）現金処理制御部の構成
　図３は、現金処理制御部２０による主な機能を示すブロック図である。図３において、
現金処理制御部２０は、認証部２０１、釣銭出金取引部２０２、売上入金取引部２０３、
補充取引部２０４、抜き取り取引部２０５、精算集計取引部２０６、回収取引部２０７、
表示画像制御部２０８、釣銭追加出金管理部２０９、入出金記憶部２１０を有する。
【００４０】
　認証部２０１は、カードリーダ部１６又は操作表示部１７からの情報に基づいて、管理
者やレジ担当者の認証処理を行なうものである。認証部２０１による認証処理方法は、特
に限定されるものではなく、種々の方法を適用することができる。
【００４１】
　例えば、認証部２０１は、管理者識別情報や担当者識別情報を登録情報として保持して
おき、カードリーダ部１６からの担当者識別情報等が登録情報と一致するか否かを判断し
たり、操作表示部１７を介して入力されたパスワード等が登録情報と一致するか否かを判
断したりするようにしてもよい。
【００４２】
　また、例えば、釣銭出金取引、売上入金取引等のような取引の種類に応じて、認証部２
０１が行なう認証方法を変えるようにしてもよい。例えば、セキュリティを高くする必要
がある取引については、操作者の識別情報及び特定の暗証番号の認証を設定するようにし
てもよい。
【００４３】
　釣銭出金取引部２０２は、釣銭準備金を出金する釣銭出金取引に関する処理を行なうも
のである。釣銭出金取引部２０２は、入出金記憶部２１０に事前に登録された金種及び枚
数の出金パターンに基づいて釣銭を出金したり、又は、操作者により指定された任意の金
種及び枚数に基づいて釣銭を出金したりする。
【００４４】
　例えば、釣銭出金取引部２０２は、カードリーダ部１６によりリードされた情報に基づ
く認証が成功すると、メニュー画面を表示する。そして、メニュー画面から「釣銭出金」
ボタンが選択されると、事前に登録された「金種及び枚数の出金パターンの出金」、若し
くは、「任意の金種及び枚数を指定する出金」のサブメニューが表示される。その後の操
作に従って、釣銭出金取引部２０２は、リサイクルカセット４～６及び又は出金ホッパ１
３から、釣銭用の紙幣及び硬貨を搬送させて出金させる。
【００４５】
　また、釣銭出金取引部２０２は、認証成功後、レジ担当者が使用するレジスタ識別情報
、出金日時情報、担当者識別情報（例えば、氏名、ＩＤ等）、出金した金種及び枚数、出
金金額等を対応付けて、入出金記憶部２１０に記憶する。
【００４６】
　ここで、レジ担当者の交代前に、次のレジ担当者が釣銭出金を行なう場合もある。この
場合も、釣銭出金取引部２０２は、レジスタ識別情報、出金日時情報、担当者識別情報（
氏名、ＩＤ等）、出金した金種及び枚数、出金金額等を対応付けて、入出金記憶部２１０
に記憶する。つまり、あるレジスタ識別情報について、複数の担当者識別情報及び各レジ
担当者の出金データが対応付けられて記憶される。
【００４７】
　また、複数のレジ担当者が同時期に１台のレジスタを共同で使用する場合もある。この
場合、釣銭出金取引部２０２は、レジ担当者毎ではなく、レジスタ毎に一括して釣銭準備
金を出金できる。この場合、釣銭出金取引部２０２は、１台のレジスタのレジスタ識別情
報に、複数のレジ担当者のそれぞれの担当者識別情報、出金した金種及び枚数、出金金額
等を対応付けて、入出金記憶部２１０に記憶する。
【００４８】
　なお、釣銭出金取引部２０２は、各レジ担当者の操作により出金できるようにしてもよ
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いし、管理者の操作により出金できるようにしてもよい。管理者の操作により出金する場
合、釣銭出金取引部２０２は、レジスタ及びレジ担当者の入力を促す画面を表示させ、レ
ジスタ及びレジ担当者を入力させるようにしてもよい。
【００４９】
　釣銭追加出金管理部２０９は、釣銭が不足した場合に、追加出金専用カードを用いた認
証成功後、操作者の操作により、レジスタの指定、レジ担当者の指定、金種及び枚数の指
定を受けて、指定された金種と枚数を追加出金するものである。
【００５０】
　ここで、追加出金は、追加出金専用カードを用いた認証処理が必要である。これにより
、従来のようにレジ担当者がレジカードを持ち運ぶ必要がなくなるので、レジカード等の
紛失を防ぐことができる。
【００５１】
　また、釣銭追加出金管理部２０９は、釣銭の追加出金の対象となるレジスタが指定され
ると、入出金記憶部２１０から、当該レジスタのレジスタ識別情報に対応付けられたレジ
担当者を表示させる。そして、操作者（例えば管理者等）により追加出金の主体であるレ
ジ担当者が指定されると、釣銭追加出金管理部２０９は、当該レジスタ識別情報、追加出
金日時情報、担当者識別情報、追加出金した金種及び枚数、追加出金金額等を対応付けて
、入出金記憶部２１０に記憶する。これにより、レジスタ識別情報、レジ担当者、追加出
金データを対応付けて記憶することができるので、追加出金を行なったレジ担当者毎及び
レジスタ毎に、追加出金データを記録・集計ができる。
【００５２】
　ここで、複数のレジ担当者が１台のレジスタを共同で使用する場合、釣銭追加出金管理
部２０９は、レジスタ識別情報に対応付けられた複数のレジ担当者を表示し、それらレジ
担当者の中から追加出金する主体を選択させるようにしてもよい。
【００５３】
　売上入金取引部２０３は、売上入金取引に関する処理を行なうものである。売上入金取
引部２０３は、認証成功後、現金の入金を誘導し、レジスタ識別情報、入金日時情報、担
当者識別情報、入金された金種及び枚数、入金金額等を対応付けて、入出金記憶部２１０
に記憶する。
【００５４】
　例えば、売上入金取引部２０３は、メニュー画面から「売上入金」ボタンが選択される
と、紙幣及び硬貨の入金誘導画面を表示させる。キャッシュドロワの紙幣及び硬貨（売上
金＋釣銭金額）が投入口にセットされると、売上入金取引部２０３は、紙幣及び硬貨の計
数を開始する。
【００５５】
　このとき、紙幣鑑別部３及び硬貨鑑別部１０が正常と判別した紙幣及び硬貨は、紙幣一
時保留部２及び硬貨一時保留部１１に集積される。正常と判別された紙幣及び硬貨の金額
が、操作表示部１７に表示される。
【００５６】
　金額確認後に、紙幣一時保留部２及び硬貨一時保留部１１の紙幣及び硬貨が、リサイク
ルカセット４～６及び出金ホッパ１３に収納される。また、収納時点で売上（入金合計－
出金合計）が発生している場合は、紙幣のみ高額券が、優先されて、売上額の範囲内で回
収カセット７に収納される。
【００５７】
　一方、計数でリジェクトされた紙幣は紙幣投入出金口１から返却され、又リジェクト硬
貨は硬貨返却箱１２から返却される。
【００５８】
　補充取引部２０４は、釣銭用の現金を補充するために、紙幣投入出金口１、硬貨投入口
９から投入された紙幣、硬貨を、リサイクルカセット４～６、出金ホッパ１３に補充する
補充取引に関する処理を行なうものである。補充取引部２０４は、補充日時情報、補充さ
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れた金種及び枚数、補充金額を、入出金記憶部２１０に記憶する。
【００５９】
　抜き取り取引部２０５は、入金過多となったときに、リサイクルカセット４～６、出金
ホッパ１３に収納される紙幣、硬貨を出金する抜き取り取引に関する処理を行なうもので
ある。抜き取り取引部２０５は、抜き取り日時情報、抜き取った金種及び枚数、抜き取り
金額等を、入出金記憶部２１０に記憶する。
【００６０】
　精算集計取引部２０６は、出金情報及び入金情報を集計して、売上金の額を計上する精
算集計取引に関する処理を行なうものである。
【００６１】
　例えば、精算集計取引部２０６は、メニュー画面から「精算集計」ボタンが選択される
と、それまでの出金及び入金取引を集計し、売上額を算出（入金合計－出金合計）する。
例えば、売上額と既に回収カセット７に収納した金額額の差分を売上移動金額とし、高額
券を優先して紙幣と硬貨をリサイクルカセット４～６と出金ホッパ１３から、回収カセッ
ト７と硬貨回収庫１４に移動し、売上金を作成する。
【００６２】
　回収取引部２０７は、回収カセット７、硬貨回収庫１４に収納された紙幣、硬貨の回収
取引に関する処理を行なうものである。例えば、回収取引部２０７は、メニュー画面から
「売上回収」ボタンが選択されると、回収カセット７、硬貨回収庫１４を開錠し、回収カ
セット７、硬貨回収庫１４の脱着誘導を表示させる。回収カセット７、硬貨回収庫１４の
脱着により、売上金が回収されて空のカセットがセットされたところで取引終了となる。
【００６３】
　表示画面制御部２０８は、各取引に応じて、表示画面を操作表示部１７に表示するもの
である。表示画面制御部２０８は、例えば、メニュー画面、釣銭出金取引画面、売上入金
取引画面、補充取引画面、抜き取り取引画面、精算集計取引画面、回収取引画面等を表示
する。
【００６４】
　入出金記憶部２１０は、入金及び出金に関する各種データを保持するものである。
【００６５】
（Ａ－２）第１の実施形態の動作
　次に、第１の実施形態の現金処理装置５０における現金処理方法の動作を、図面を参照
しながら説明する。
【００６６】
（Ａ－２－１）釣銭の追加出金
　図４は、第１の実施形態の現金処理装置５０における出金処理を示すフローチャートで
ある。
【００６７】
　レジ担当者がレジに入る前に、レジ担当者又は管理者は現金処理装置５０から釣銭準備
金の釣銭出金取引を行なう。このとき、現金処理装置５０では、釣銭出金取引部２０２が
、レジスタ識別情報、出金日時情報、担当者識別情報、金種及び枚数、出金金額等を対応
付けて入出金記憶部２１０に記憶する。
【００６８】
　その後業務中に、レジスタの釣銭が少なくなり、補充が必要であるとき、レジ担当者は
、例えば電話や無線端末等の手段で、管理者に連絡をし、必要な金種及び枚数を管理者に
要請する。
【００６９】
　現金処理装置５０において、操作表示部１７はメニュー画面を表示し、管理は「追加出
金」の選択ボタンを選択し、追加出金専用カードを用いて追加出金を行なう。
【００７０】
　まず、現金処理装置５０において、カードリーダ部１６が追加出金専用カードの追加出
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金用識別情報を読み取る（Ｆ３１）。また、操作表示部１７はパスワード入力画面を表示
し、入力されたパスワードに基づいて、認証部２０１が管理者の認証処理を行なう（Ｆ３
２）。なお、認証が成功しない場合には、追加出金取引が終了する。
【００７１】
　このとき、認証部２０１には、追加出金専用カードの追加出金用識別情報が予め登録さ
れており、追加出金用識別情報及び管理者のパスワードが一致するか否かを判断して認証
を行なう。
【００７２】
　認証が成功すると、釣銭追加出金管理部２０９が、釣銭の追加出金処理を開始する。表
示画面制御部２０８は、釣銭追加出金管理部２０９の制御を受けて、レジ番号選択画面を
操作表示部１７に表示する（Ｆ３３）。
【００７３】
　図５は、レジ番号選択画面を説明する説明図である。図５に例示するレジ番号選択画面
３００は、タッチパネル形式の入力表示画面の一例である。図５において、レジ番号選択
画面３００は、レジ番号表示部３０１、各レジ番号の「選択」ボタン３０２～３０９と、
表示ページの前のページを表示するための「前候補」ボタン３１０、次のページを表示す
るための「次候補」ボタン３１１を有する。
【００７４】
　管理者が、操作表示部１７を操作して、追加出金を要請してきたレジ担当者が使用する
レジスタのレジ番号を選択する（Ｆ３４）。
【００７５】
　レジ番号が選択されると、釣銭追加出金管理部２０９は、選択されたレジスタのレジス
タ識別情報に対応付けられた担当者識別情報及び出金データを、入出金記憶部２１０から
読み出す。
【００７６】
　ここで、釣銭追加出金管理部２０９は、選択されたレジスタ識別情報に対応付けられた
レジ担当者のうち、売上入金が終了しているものの読み出しをしない。すなわち、釣銭追
加出金管理部２０９は、現時点で、当該レジスタについて、釣銭出金が済んでおり、売上
入金が終了していない担当者識別情報及び出金データを読み出すようにする。
【００７７】
　そして、表示画面制御部２０８は、読み取られたレジスタ識別情報に対応付けられた担
当者識別情報及び出金データに基づいて、担当者選択画面を操作表示部１７に表示する（
Ｆ３５）。
【００７８】
　例えば、ここでは、追加出金するレジスタのレジ番号が「通常レジ１」である場合を例
示する。また、図６に示すように、「通常レジ１」のレジスタの現在のレジ担当者は「シ
フト：１」の「沖太郎」であり、現時点は、「シフト：１」の「沖太郎」が売上入金をし
ておらず、次のレジ担当者「シフト：２」の「沖花子」が釣銭出金を行なっているものと
する。
【００７９】
　図７は、図６に示す状態の担当者選択画面を説明する説明図である。図７に示す担当者
選択画面３１２では、選択されたレジ番号「レジ番号：１」がレジ番号表示部３０１に表
示されている。
【００８０】
　また、操作手順表示部３１３には、「シフトを選択し、［確認］を押してください」の
旨が表示され、担当者表示部３１４には、「通常レジ１」について、釣銭出金が済んでお
り、売上入金が終了していないレジ担当者が表示される。すなわち、図７に例示する担当
者表示部３１４には、「レジ１」について複数のレジ担当者として、「沖太郎」、「沖花
子」が表示されるので、複数のレジ担当者の中からいずれのレジ担当者を選択することで
きる。
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【００８１】
　また、第１の実施形態では、担当者表示部３１４が、出金日時情報及び出金金額も表示
され場合を例示するが、出金日時情報及び出金金額を表示しないようにしてもよい。また
、図７に例示する担当者表示部３１４には、レジ担当者の氏名が表示される場合を例示す
るが、レジ担当者を識別することができればよく、レジ担当者のＩＤ等を表示するように
してもよい。
【００８２】
　ここで、追加出金を要請してきたレジ担当者が「シフト：１」の「沖太郎」であるとす
る。管理者は、担当者選択画面３１２の「選択」ボタン３１５及び３１６により、「シフ
ト：１」のレジ担当者「沖太郎」を選択し（Ｆ３６）、「確認」ボタン３１７を選択する
。これにより、追加出金を要請してきたレジ担当者を特定することができる。
【００８３】
　レジ担当者が選択されると、表示画面制御部２０８は、釣銭追加出金管理部２０９の制
御を受けて、金種枚数入力画面を操作表示部１７に表示する（Ｆ３７）。
【００８４】
　図８は、金種枚数入力画面を説明する説明図である。図８において、金種枚数入力画面
３１２は、操作手順表示部３１９に、「枚数を入力し、［確認］を押してください」の旨
が表示される。
【００８５】
　管理者は、「選択」ボタン３２２及び３２３を操作して、追加出金を行なう金種及び枚
数を入力する（Ｆ３８）。図８に例示する金種枚数表示部３２０には、入力された金種及
び枚数が表示され、合計金額表示部３２１には、出金金額の合計金額が表示される。入力
が終了すると、管理者は「確認」ボタン３１７を選択する。
【００８６】
　追加出金に係る金種及び枚数の入力が終了すると、釣銭追加出金管理部２０９は、追加
出金取引について、レジスタ識別情報、出金日時情報、担当者識別情報、金種及び枚数、
出金金額を対応付けて、入出金記憶部２１０に記憶する。これにより、追加出金データを
レジ担当者毎に管理することができる。
【００８７】
　また、釣銭追加出金管理部２０９は、入力された金種及び枚数に基づいて、それぞれの
金種及び枚数の紙幣、硬貨の排出制御を行ない、釣銭出金がなされる（Ｆ３９）。そして
、追加出金取引が終了し、表示画面制御部２０８は待機画面を表示する。
【００８８】
　上記のように、あるレジスタについて、釣銭出金を行ない、売上入金を行なっていない
レジ担当者が複数人いる場合でも、当該レジスタのレジ担当者を表示し、追加出金を要請
したレジ担当者を指定することができる。
【００８９】
　これにより、釣銭準備金の出金データと釣銭の追加出金データとの両方をレジ担当者毎
に管理することができ、レジ担当者毎の個別集計を行なうことができる。
【００９０】
　つまり、その後、レジ担当者が売上入金を行なえば、レジ担当者のキャッシュドロワの
現金は、現金＝釣銭準備金＋追加出金－売上金であるから、このレジ担当者の売上金は、
売上金＝現金－釣銭準備金＋追加出金となり、各レジ担当者の売上金を個別に求めること
ができる。
【００９１】
　なお、追加出金された現金は、例えば、管理者等により、レジスタのレジ担当者に受け
渡される。
【００９２】
（Ａ－２－２）一括出金
　次に、１台のレジスタを複数のレジ担当者が共同使用するときの釣銭出金処理の動作を
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説明する。
【００９３】
　図９は、１台のレジスタを複数のレジ担当者が共同使用する場合に、レジ担当者がそれ
ぞれ異なるタイミングで売上入金をするときの状況を説明する説明図である。
【００９４】
　図９では、「レジ１」のレジスタのレジ担当者が「沖太郎」及び「沖花子」の２人であ
る場合を示す。この場合、１台のレジスタに対する釣銭準備金だけの出金でよいが、各レ
ジ担当者の個別集計を行なうために、次のような処理を行なうことができる。なお、この
処理も、図４に示すフローチャートを用いて説明する。
【００９５】
　管理者は、現金処理装置５０の操作表示部１７に表示されているメニュー画面から、釣
銭準備金の「釣銭出金」の選択ボタンを選択し、出金専用カードを用いて釣銭出金を行な
う。
【００９６】
　このとき、例えば、メニュー画面が、「個別釣銭出金」と「一括出金」の２種類の選択
ボタンを有するようにし、管理者が「一括出金」を選択できるようにしてもよい。
【００９７】
　現金処理装置５０において、カードリーダ部１６が出金専用カードの出金用識別情報を
読み取る（Ｆ３１）。また、操作表示部１７は、パスワード入力画面を表示し、入力され
たパスワードに基づいて、認証部２０１が、管理者の認証処理を行なう（Ｆ３２）。なお
、ここでの認証は、出金専用カードを用いるようしてもよいし、又は管理者のカードとし
てもよい。
【００９８】
　認証が成功すると、表示画面制御部２０８は、釣銭出金取引部２０２の制御を受けて、
レジ番号選択画面を操作表示部１７に表示する（Ｆ３３）。例えば、図５に例示するレジ
番号選択画面が表示される。
【００９９】
　管理者が、レジ番号選択画面から当該レジスタのレジ番号を選択する（Ｆ３４）。
【０１００】
　釣銭出金取引部２０２は、レジ番号が選択されると、入出金記憶部２１０に予め登録さ
れている担当者リストを読み出す。
【０１０１】
　そして、表示画面制御部２０８は、釣銭出金取引部２０２の制御を受けて、担当者リス
トに基づいて担当者選択画面を操作表示部１７に表示する。
【０１０２】
　図１０は、担当者選択画面を説明する説明図である。図１０に示す担当者選択画面３２
５では、選択されたレジ番号「レジ番号：１」がレジ番号表示部３０１に表示されている
。
【０１０３】
　また、操作手順表示部３２６には、「担当者を選択し、［確認］を押してください」の
旨が表示され、担当者表示部３２７には、レジ担当者の氏名が表示される。
【０１０４】
　管理者は、担当者選択画面３２５の「選択」ボタン３２８及び３２９により、「沖太郎
」及び「沖花子」を選択し（Ｆ３６）、「確認」ボタン３１７を選択する。
【０１０５】
　レジ担当者が選択されると、表示画面制御部２０８は、釣銭出金制御部２０２の制御を
受けて、それぞれのレジ担当者毎の金種枚数入力画面を操作表示部１７に表示する（Ｆ３
７）。
【０１０６】
　図１１は、一括出金の場合のレジ担当者に割り当てる金種枚数入力画面を説明する説明
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図である。図１１において、金種枚数入力画面３３１は、各レジ担当者に操作手順表示部
３１９に、「「沖太郎」様の分の、枚数を入力し、［確認］を押してください」の旨が表
示される。
【０１０７】
　管理者は、「選択」ボタン３２２及び３２３を操作して、「沖太郎」の分の釣銭出金と
して金種及び枚数を入力し（Ｆ３８）、入力後、管理者は「確認」ボタン３１７を選択す
る。なお、釣銭出金の振り分けは、例えば按分するなどのように、管理者が運用等に応じ
て決定することができる。
【０１０８】
　その後、表示画面制御部２０８は、共同使用者の「沖花子」のレジ担当者の金種枚数入
力画面３３１を操作表示部１７に表示する。管理者は、同様に、「沖花子」の分の釣銭出
金として金種及び枚数を入力する。
【０１０９】
　釣銭出金取引部２０２は、指定されたレジスタのレジスタ識別情報、出金日時情報、そ
れぞれの担当者識別情報、金種及び枚数、出金金額を対応付けて記憶する。また、この場
合、釣銭出金取引部２０２は、出金日時情報を同じ日時情報として記憶する。
【０１１０】
　そして、釣銭出金取引部２０２は、入力された金種及び枚数に基づいて、それぞれの金
種及び枚数の紙幣、硬貨を一括して排出して、釣銭の一括出金がなされる（Ｆ３９）。
【０１１１】
　上記のような、一括出金がなされ、例えば、図９に示す「Ｘ」の期間で釣銭が不足した
場合には、（Ａ－２－１）で説明した釣銭出金処理を行なうことができる。
【０１１２】
　一括出金を行なった場合、レジ担当者の出金データの出金日時情報は同じ出金日時情報
であるから、追加出金処理におけるＦ３５で表示される担当者選択画面は、図１２に例示
するようなものとなる。つまり、図１２において、担当者表示部３１４には、レジ担当者
として、「沖太郎」、「沖花子」が表示されるが、各レジ担当者の出金日時情報は、それ
ぞれ同じ出金日時情報「03/20　09:40」が表示される。
【０１１３】
　このように、１台のレジスタを複数のレジ担当者が共同使用する場合でも、釣銭出金を
レジ担当者毎に振り分けることができるので、その後に、追加出金する場合でも、レジ担
当者毎の個別集計が可能となる。
【０１１４】
（Ａ－２－３）売上入金
　次に、１台のレジスタを複数のレジ担当者が共同使用するときの売上入金処理の動作を
説明する。
【０１１５】
　図１３は、１台のレジスタを複数のレジ担当者が共同使用する場合に、レジ担当者が、
それぞれ異なるタイミングで釣銭出金し、共同で売上入金を行なうときの状況を説明する
説明図である。図１３では、「レジ１」のレジスタについて、レジ担当者が「沖太郎」及
び「沖花子」の２人である場合を示す。
【０１１６】
　この場合、レジ担当者が、それぞれ個別で釣銭出金を行なうので、釣銭出金取引部２０
２は、通常の釣銭出金取引を個別に行なう。すなわち、釣銭出金取引部２０２は、レジス
タ識別情報、出金日時情報、担当者識別情報、金種及び種類、出金金額を記憶する。
【０１１７】
　業務中に、「レジ１」のレジスタに釣銭が不足した場合、（Ａ－２－１）で説明した釣
銭出金処理を行なうことができる。これにより、レジ担当者毎の追加出金を記憶すること
ができる。
【０１１８】



(16) JP 5729193 B2 2015.6.3

10

20

30

40

50

　その後、「レジ１」のレジスタについて売上入金する場合、レジ担当者「沖太郎」及び
「沖花子」の売上入金をまとめて管理者が行なう。
【０１１９】
　まず、現金処理装置５０の操作表示部１７に表示されているメニュー画面から、管理者
は、「売上入金」の選択ボタンを選択する。
【０１２０】
　このとき、例えば、メニュー画面が、「個別売上入金」と「一括売上入金」の２種類の
選択ボタンを有し、この場合、管理者は「一括売上入金」の選択を可能とするようにして
もよい。
【０１２１】
　管理者は、カードリーダ部１６に管理者カードの情報を読み取らせ、認証部２０１が認
証処理を行なう。
【０１２２】
　表示画面制御部２０８は、売上入金取引部２０３の制御の下、レジ番号の入力及び現金
の投入を誘導する現金投入画面を表示する。これを受けて、管理者は、レジ番号の入力を
行ない、キャッシュブロワにある現金を紙幣投入出金口１、硬貨投入口９から投入し、現
金処理装置５０が投入された現金を計数する。
【０１２３】
　現金が計数されると、表示画面制御部２０８は、図１０に例示するように、レジ識別情
報に対応するレジ担当者を表示した担当者選択画面を操作表示部１７に表示する。
【０１２４】
　管理者は、図１０に例示した担当者選択画面からレジ担当者を選択すると、表示画面制
御部２０８は、図１４に例示するような売上入金画面３３３を操作表示部１７に表示する
。
【０１２５】
　図１４は、一括売上入金の場合にレジ担当者に振り分ける売上入金画面を説明する説明
図である。図１４において、売上入金画面３３３は、各レジ担当者に操作手順表示部３３
４に、「「沖太郎」様の分の売上入金の枚数を入力し、［確認］を押してください」の旨
が表示される。
【０１２６】
　管理者は、「選択」ボタン３２２及び３２３を操作して、「沖太郎」の分の売上入金と
して金種及び枚数を入力し、入力後、管理者は「確認」ボタン３１７を選択する。なお、
売上入金の振り分けは、例えば、勤務時間等も考慮して、金種及び枚数について按分する
などのように、管理者が運用等に応じて決定することができる。
【０１２７】
　その後、表示画面制御部２０８は、共同使用者の「沖花子」のレジ担当者の売上入金画
面３３３を操作表示部１７に表示し、管理者は、同様に、「沖花子」の分の釣銭出金とし
て金種及び枚数を入力する。
【０１２８】
　売上入金取引部２０３は、指定されたレジスタのレジスタ識別情報、入金日時情報、そ
れぞれの担当者識別情報、金種及び枚数、入金金額を対応付けて記憶する。上記のように
して、売上入金を振り分けることができる。
【０１２９】
　このようにすることで、例えば図１３に示す「Ｘ」の期間で釣銭不足が生じた場合、レ
ジ担当者毎に追加出金を管理でき、かつ、売上入金を振り分けることができるので、レジ
担当者毎の個別集計が可能となる。
【０１３０】
（Ａ－３）第１の実施形態の効果
　以上のように、管理者がレジ担当者の代行で釣銭を出金できることにより、レジの釣銭
が不足した場合でもレジ業務を中断することなく、釣銭を補充でき、出金時にシフトを選
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択できるので担当者毎の集計も可能である。
【０１３１】
　また、レジカードをレジに置いたままにできるので、カードを持って移動することがな
く、事務所内での取り違いや紛失を防ぐことができる。
【０１３２】
（Ｂ）第２の実施形態
　次に、本発明の現金処理装置の第２の実施形態を、図面を参照しながら説明する。
【０１３３】
（Ｂ－１）第２の実施形態の構成
　図１５は、第２の実施形態に係る現金処理システムの構成を示す構成図である。図１５
において、第２の実施形態の現金処理システム７０は、通信回線に接続する、現金処理装
置５０、Ｎ（Ｎは正の整数）台のレジスタ６０（６０－１～６０－Ｎ）を備える。以下で
は、レジスタの共通の構成要素を説明するときには、レジスタ６０と表記する。
【０１３４】
　レジスタ６０は、レジスタの使用開始時又は使用終了時に、レジ担当者のレジカードに
記録されている情報を読み取り、その情報を現金処理装置５０に与えるものである。
【０１３５】
　レジスタ６０は、制御部６１、レジカードの情報を読み取るカードリーダ部６２、操作
表示部６３、通信部６４を有する。
【０１３６】
　制御部６１は、例えば、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ＥＥＰＲＯＭ等からなる回路を有し
て構成されるものであり、レジスタの機能を実現するものである。制御部６１は、既存の
売上会計処理、使用開始時のレジ操作処理、使用終了時のレジ操作処理等を行なうもので
ある。さらに、制御部６１は、業務中に釣銭が不足した場合に、追加出金を要求する追加
出金要求処理を行なえるようにしてもよい。
【０１３７】
　カードリーダ部６２は、使用開始時又は使用終了時に、レジカードに記録されている情
報を読み取るものである。例えば、レジカードには、レジスタ識別情報、担当者識別情報
等が記録されている。カードリーダ部６２は、少なくとも、レジスタ識別情報及び担当者
識別情報を読み取り、レジスタ識別情報及びレジスタ識別情報が、通信部６４を介して、
現金処理装置５０に与えられる。
【０１３８】
　操作表示部６３は、既存のレジスタと同様に、例えば、タッチパネル方式の操作表示手
段を適用することができ、例えば、レジスタ上でなされる処理種別の選択ボタンの操作及
び表示や、売上会計に係る操作及び表示等を行なうものである。第２の実施形態の操作表
示部６３は、さらに、釣銭の追加出金を要求する「追加出金要求」ボタンと金種及び枚数
を入力する入力部とを有する画面を表示するようにしてもよい。
【０１３９】
　通信部６４は、通信回線を介して、現金処理装置５０との間で種々の情報を送信又は受
信するものである。第２の実施形態では、通信部６４が、使用開始時又は使用終了時に、
カードリーダ部６２が読み取ったレジスタ識別情報及び担当者識別情報を含む使用開始通
知又は使用終了通知を送信する。また、通信部６４は、操作表示部６３において「追加出
金要求」ボタンが選択されたときに、追加出金を要求する旨と、追加出金に係る金種及び
枚数とを送信するものである。
【０１４０】
　現金処理装置５０は、第１の実施形態の現金処理装置の構成要素に加えて、通信回線と
接続する通信部１９を有する。通信部１９は、接続する通信回線から受信した情報を現金
処理制御部２０に与えるものである。
【０１４１】
　図１６は、第２の実施形態の現金処理装置５０の現金処理制御部２０による主な機能を
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示すブロック図である。図１６において、現金処理制御部２０は、認証部２０１、釣銭出
金取引部２０２、売上入金取引部２０３、補充取引部２０４、抜き取り取引部２０５、精
算集計取引部２０６、回収取引部２０７、表示画像制御部２０８、釣銭追加出金管理部２
２２、入出金記憶部２１０、担当者管理部２２１を有する。
【０１４２】
　第２の実施形態の現金処理制御部２０が、第１の実施形態と異なる点は、釣銭追加出金
管理部２２２の処理と、更に担当者管理部２２１を備える点である。それ以外の構成要素
は、第１の実施形態と同じであるので、ここでは第１の実施形態の説明と重複するので、
これら構成要素の機能説明の詳細な説明を省略する。
【０１４３】
　担当者管理部２２１は、レジスタ６０から使用開始通知を受け取ると、その使用開始通
知に含まれるレジスタ識別情報及び担当者識別情報を対応付けて、レジスタ６０のレジ担
当者を示す担当者情報を、入出金記憶部２１０に記憶するものである。
【０１４４】
　また、担当者管理部２２１は、レジスタ６０から使用終了通知を受けると、記憶してい
る担当者情報の削除又は更新を行なうものである。このように、担当者管理部２２１は、
通信回線を通じて接続されたレジスタ６０のレジ担当者をリアルタイムで管理することが
できる。
【０１４５】
　釣銭追加出金管理部２２２は、追加出金の際に、入出金記憶部２１０に記憶される、レ
ジスタ識別情報に対応する担当者情報を用いて、追加出金取引を行なうものである。
【０１４６】
（Ｂ－２）第２の実施形態の動作
　図１７は、第２の実施形態の現金処理装置５０における追加出金処理の動作を示すシー
ケンス図である。
【０１４７】
　レジ担当者がレジスタ６０を使用する際、レジ担当者がカードリーダ部６２にレジカー
ドを通し、「使用開始」ボタンを選択する。
【０１４８】
　レジスタ６０では、カードリーダ部６２がレジカードに記録されているレジスタ識別情
報及び担当者識別情報を読み取り（Ｆ４１）、通信部６４が、レジスタ識別情報及び担当
者識別情報を含む使用開始通知を送信する（Ｆ４２）。
【０１４９】
　現金処理装置５０では、担当者管理部２２１が、通信部１９が受信した使用開始通知に
含まれるレジスタ識別情報及び担当者識別情報に基づいて担当者情報を作成し、その担当
者情報を入出金記憶部２１０に記憶する（Ｆ４３）。
【０１５０】
　その後、レジスタ６において釣銭不足が発生すると（Ｆ４４）、操作表示部６３の表示
画面上の「追加出金要求」ボタンをレジ担当者が選択し、追加出金に係る金種及び枚数を
レジ担当者が入力する（Ｆ４５）。釣銭不足が発生しない場合には、そのまま処理が終了
する。
【０１５１】
　なお、ここでは、追加出金要求をレジ担当者がレジスタ６０の表示画面を用いて行なう
場合を例示するが、これに限定されず、例えば、第１の実施形態と同様に、電話等の手段
でレジ担当者が管理者に連絡するようにしてもよい。
【０１５２】
　追加出金要求が現金処理装置５０に与えられると、現金処理装置５０は、例えばアラー
ム音の鳴動等の出力手段で管理者に報知するようにしてもよい。
【０１５３】
　現金処理装置５０では、カードリーダ部１６が追加出金専用カードから追加出金用識別
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情報を読み取り、操作表示部１７が入力されたパスワードを取り込み、認証部２０１が認
証処理を行なう（Ｆ４６）。なお、認証が成功しない場合には、追加出金取引が終了する
。
【０１５４】
　認証が成功すると、表示画面制御部２０８は、釣銭追加出金管理部２２２の制御を受け
て、レジ番号選択画面を操作表示部１７に表示する。釣銭追加出金管理部２２２は、管理
者により入力されたレジ番号に対応する担当者情報と、当該担当者情報の担当者識別情報
に対応付けられた出金データとを入出金記憶部２１０から取得する。そして、表示画面制
御部２０８は、上記担当者情報と、当該担当者識別情報に対応付けられた出金データとに
基づいて、担当者選択画面を表示する（Ｆ４７）。
【０１５５】
　ここで、表示画面制御部２０８は、図５にレジするレジ番号選択画面を表示するように
してもよいし、又通信回線を通じて追加出金要求があったレジスタのレジ番号を表示する
画面を表示して、その表示画面から管理者に選択させるようにしてもよい。
【０１５６】
　例えば、図１８に例示するように、「レジ１」のレジスタについて、「シフト：１」が
「沖太郎」に、「シフト：２」が「沖花子」にシフトが割り振られているとする。
【０１５７】
　この場合でも、釣銭追加出金管理部２２２は、レジスタ識別情報及びレジ担当者情報を
対応付けて担当者情報を管理している。そのため、図１８に示す太い矢印のように、現時
点におけるレジ担当者を管理している。従って、表示画面制御部２０８は、当該レジスタ
６０の現在のレジ担当者を表示することができる。
【０１５８】
　図１９は、担当者情報に基づく担当者選択画面を説明する説明図である。図１９に示す
ように、担当者選択画面３３５では、選択されたレジ番号「レジ番号：１」がレジ番号表
示部３０１に表示され、また、担当者表示部３３６には、担当者情報の担当者識別情報に
対応する「沖太郎」が表示され、当該レジ担当者「沖太郎」の出金日時情報及び出金金額
が表示される。
【０１５９】
　管理者は、担当者選択画面３３５の「選択」ボタン３１５及び３１６により、「シフト
：１」のレジ担当者「沖太郎」を選択し、「確認」ボタン３１７を選択する。
【０１６０】
　レジ担当者が選択されると、表示画面制御部２０８は、釣銭追加出金管理部２２２の制
御を受けて、金種枚数入力画面を操作表示部１７に表示する（Ｆ４８）。このとき、表示
画面制御部２０８は、レジスタ６０から受信した追加出金に係る金種及び枚数を金種枚数
入力画面に反映させたものを表示するようにしてもよい。
【０１６１】
　管理者は、「選択」ボタン３２２及び３２３を操作して、追加出金を行なう金種及び枚
数を入力又は確認して、これが終了すると、管理者は「確認」ボタン３１７を選択する。
【０１６２】
　釣銭追加出金管理部２２２は、追加出金取引について、レジスタ識別情報、出金日時情
報、担当者識別情報、金種及び枚数、出金金額を対応付けて、入出金記憶部２１０に記憶
する（Ｆ４９）。
【０１６３】
　なお、このとき、釣銭追加出金管理部２２２は、レジスタ識別情報及び担当者識別情報
が対応付けられた担当者情報に、出金日時情報、金種及び枚数、出金金額を対応付けるよ
うにしてもよい。
【０１６４】
　また、釣銭追加出金管理部２２２は、入力された金種及び枚数に基づいて、それぞれの
金種及び枚数の紙幣、硬貨の排出制御を行ない、釣銭出金がなされる（Ｆ５０）。その後
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、追加出金取引が終了する。
【０１６５】
（Ｂ－３）第２の実施形態の効果
　以上のように、第２の実施形態によれば、第１の実施形態の効果に加えて、現金処理装
置が、通信回線を通じて接続されるレジスタからの情報に基づいて、レジ担当者の選択を
可能とすることにより、レジ担当者をより明確にすることができ、現金管理の厳格化を図
ることができる。
【０１６６】
（Ｃ）第３の実施形態
　次に、本発明の現金処理装置の第３の実施形態を、図面を参照しながら説明する。
【０１６７】
　第３の実施形態の現金処理装置が第１の実施形態と異なる点は、現金処理制御部の釣銭
出金取引部の処理である。
【０１６８】
　そこで、以下では、第３の実施形態の現金処理制御部の釣銭出金取引部の処理を中心に
詳細に説明する。
【０１６９】
　それ以外の現金処理制御部の構成要素は、第１の実施形態と同じであるため、第１の実
施形態と同じ符号を表記するものとし、これら構成要素の詳細な説明が重複するので、こ
こでの詳細な説明は省略する。
【０１７０】
　図２０は、第３の実施形態の現金処理装置５０の現金処理制御部２０による主な機能を
示すブロック図である。図２０おいて、現金処理制御部２０は、認証部２０１、釣銭出金
取引部２３１、売上入金取引部２０３、補充取引部２０４、抜き取り取引部２０５、精算
集計取引部２０６、回収取引部２０７、表示画像制御部２０８、釣銭追加出金管理部２０
９、入出金記憶部２１０を有する。
【０１７１】
　釣銭出金取引部２３１は、釣銭準備金の出金取引を行なう際、指定されたレジスタ識別
情報のレジスタについて、現在使用しているレジ担当者による売上入金取引が終了するま
で、他のレジ担当者の釣銭準備金の出金取引を制限するものである。
【０１７２】
　例えば、釣銭出金取引部２３１は、釣銭準備金の出金取引を行なう際に、指定されたレ
ジスタ識別情報に対応付けられている情報を、入出金記憶部２１０から読み出す。そして
、釣銭出金取引部２３１は、対応する担当者識別情報のレジ担当者による売上入金が終了
しているか否かを判断する。
【０１７３】
　そして、売上入金が終了している場合、釣銭出金取引部２３１は、他のレジ担当者によ
る釣銭準備金の出金取引を許容する。この場合の釣銭出金取引部２３１は、第１の実施形
態で説明した処理を行なう。
【０１７４】
　一方、売上入金が終了していない場合、釣銭出金取引部２３１は、他のレジ担当者によ
る釣銭準備金の出金取引を許容しない。
【０１７５】
　釣銭追加出金管理部２０９は、第１の実施形態と同様に、追加出金専用カード及びパス
ワードによる認証成功後、指定されたレジスタについてレジ担当者の選択画面、金種枚数
入力画面を表示させて、追加出金データを、レジ担当者毎に記憶する。
【０１７６】
　第３の実施形態では、上述したように、釣銭出金取引部２３１が、釣銭準備金の出金取
引の制限処理を行なう。
【０１７７】
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　従って、指定されたレジスタについて追加出金要求があった場合、釣銭追加出金管理部
２０９は、図２１に例示するように、担当者選択画面３３７の担当者選択画面３３８が、
現在担当しているレジ担当者のみを表示させることができる。
【０１７８】
　そのため、管理者は、複数のレジ担当者の中から特定のレジ担当者を選択する必要がな
くなる。すなわち、管理者は、担当者選択画面３３８に表示されているレジ担当者に対し
て追加出金を承認することになるので、承認対象を明確とすることができ、さらに現金管
理の厳格化を図ることができる。
【０１７９】
　また、第３の実施形態によれば、レジスタ識別情報に１個の担当者識別情報を対応付け
て記憶することができる。
【０１８０】
　そこで、追加出金の要求があった場合、指定されたレジスタ識別情報が入力されたとき
に、釣銭追加出金管理部２０９は、入出金記憶部２１０を参照して、当該レジスタ識別情
報に担当者識別情報を対応付けて、さらに、追加出金データを対応づけるようにしてもよ
い。これにより、レジスタ識別情報に、レジ担当者及び追加出金データを自動的に紐付け
することができる。
【０１８１】
（Ｄ）第４の実施形態
　次に、本発明の現金処理装置の第４の実施形態を、図面を参照しながら説明する。
【０１８２】
　第４の実施形態の現金処理装置が第１の実施形態と異なる点は、現金処理制御部の釣銭
追加出金管理部の処理である。
【０１８３】
　そこで、以下では、第４の実施形態の現金処理制御部の釣銭追加出金管理部の処理を中
心に詳細に説明する。
【０１８４】
　それ以外の現金処理制御部の構成要素は、第１の実施形態と同じであるため、第１の実
施形態と同じ符号を表記するものとし、これら構成要素の詳細な説明が重複するので、こ
こでの詳細な説明は省略する。
【０１８５】
　図２２は、第４の実施形態の現金処理装置５０の現金処理制御部２０による主な機能を
示すブロック図である。図２２おいて、現金処理制御部２０は、認証部２０１、釣銭出金
取引部２０２、売上入金取引部２０３、補充取引部２０４、抜き取り取引部２０５、精算
集計取引部２０６、回収取引部２０７、表示画像制御部２０８、釣銭追加出金管理部２４
１、入出金記憶部２１０を有する。
【０１８６】
　釣銭追加出金管理部２４１は、第１の実施形態の処理に加えて、追加出金取引を継続し
て行なうものである。
【０１８７】
　図２３は、第４の実施形態の現金処理装置５０における出金処理を示すフローチャート
である。
【０１８８】
　図２３において、認証部２０１による認証が成功すると（Ｆ３１、Ｆ３２）表示画面制
御部２０８は、釣銭追加出金管理部２４１の制御を受けて、レジ番号選択画面を表示する
（Ｆ３３）。
【０１８９】
　図２４は、第４の実施形態のレジ番号選択画面を説明する説明図である。図２４におい
て、第４の実施形態のレジ番号選択画面３３９は、図５に例示した構成に加えて、「取消
」ボタン３４０を有するものである。
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【０１９０】
　管理者は追加出金のレジ番号を選択した場合（Ｆ７１）、処理はＦ３４に移行する。そ
して、第１の実施形態と同様にして、釣銭追加出金管理部２４１が釣銭の追加出金取引を
行なう（Ｆ３４～Ｆ３９）。
【０１９１】
　Ｆ３９で釣銭出金されると、釣銭追加出金管理部２４１は、処理をＦ３３に移行し、図
２３に例示するレジ番号選択画面を表示させる。これにより、同時期に、複数のレジスタ
について追加出金の要求があった場合でも、追加出金取引を継続して行なうことができる
。
【０１９２】
　Ｆ７１において、継続する追加出金取引がない場合、管理者は「取消」ボタン３４０を
押下する。これにより、追加出金取引が終了し、待機画面が表示される。
【０１９３】
　なお、第４の実施形態は、第１の実施形態の場合だけでなく、第２及び第３の実施形態
の場合にも適用することができる。
【０１９４】
　以上のように、第４の実施形態によれば、同時期に、複数のレジスタについて釣銭の追
加出金の要求があった場合でも、継続して追加出金を行なうことができる。その結果、釣
銭の追加出金時間のロスを省くことができ、さらには、レジ業務休止の防止、又は休止期
間の短縮化を図ることができる。
【０１９５】
（Ｅ）他の実施形態
（Ｅ－１）第１～第４の実施形態における、レジ番号選択画面、担当者選択画面、金種枚
数入力画面、売上入金画面等は一例であり、これらの画面に限定されるものではない。例
えば、第１～第４の実施形態で示した担当者選択画面が、テンキーボタンを有するように
してもよい。
【０１９６】
　また、図４に示すフローチャートの処理の順序は、図４の処理順に限定されるものでは
ない、例えば、図４では、認証が成功してから、レジ番号入力、担当者の選択の後に、出
金金種枚数を入力させるようしているが、出金金種枚数の入力後に、レジ番号入力、担当
者の選択を行なえるようにしてもよい。
【０１９７】
（Ｅ－２）第３の実施形態では、釣銭出金取引部２３１が、現在のレジ担当者の売上入金
が終了するまで、釣銭準備金の釣銭出金を制限する場合を例示した。
【０１９８】
　第３の実施形態の変形実施形態として、現金処理装置が、各レジ担当者のシフトを管理
しており、各レジ担当者の業務終了時刻を認識している場合、現在のレジ担当者の売上入
金が終了していないときでも、所定時間後（例えば３分後）に業務終了時刻となるとき、
次のレジ担当者の釣銭準備金の出金ができるようにしてもよい。
【０１９９】
　これにより、業務終了間際に、釣銭の追加出金が行なわれることで、次のレジ担当者に
迅速にシフトすることができないということを回避できる。
【０２００】
　また、第３の実施形態の別の変形実施形態として、釣銭出金取引部２３１の釣銭準備金
の釣銭出金の制限を解除できるようにしてもよい。例えば、管理者による管理者カード及
び特別なパスワードの入力に基づいて認証を行ない、表示画面上の釣銭出金制限解除ボタ
ンが押下されることで、釣銭出金の制限を解除するという方法等がある。
【符号の説明】
【０２０１】
　５０…現金処理装置、２０…現金処理制御部、
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　２０１…認証部、２０２及び２３１…釣銭出金取引部、
　２０３…売上入金取引部、２０８…表示画面制御部、
　２０９、２２２及び２４１…釣銭追加出金管理部、
　２１０…入出金記憶部、２２１…担当者管理部。
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